
(シンポジウム) 医療機関の災害安全対策 2015 

 

テーマ:  「大災害・感染症に対する医療機関の危機管理訓練のあり方」 

 
2015年 3月 8日(日) 

 
東京大学法文 2号館 31番講堂 

東京都文京区本郷 7-9-1 

 

 

主催: 国際医療リスクマネージメント学会 (IARMM) 
共催: 第 13回日本予防医学リスクマネージメント学会 (JSRMPM)学術総会 

 

プログラム 

 
午前 8 時   入場開始  
午前 9 時   開会 
 
 

午前 9 時～午前 9時 30 分   特別講演         医療機関の災害危機管理訓練について  
   厚労省 (ご予定) 

 

午前 9時 30 分～午前 11 時    パネル討論会 I   医療機関の危機管理訓練の事例 (各 30分、質疑応答を含む) 

東大病院における災害対応訓練の概要  橘田 要一 (東京大学大学院医学系研究科救急医学講座准教授) 

災害訓練の企画と概要         白上 直樹 (日本赤十字社災害対策企画室参事) 
PPE（感染症個人防御具）の訓練     杦木 優子 (国立国際医療研究センター国際感染症センター院内感染管理室) 

 
 
午前 11 時～午前 12 時      特別講演       災害危機管理訓練の考え方  

                 目黒 公郎 (東大生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター・センター長、教授) 

 

 
午前 12 時～午後 1 時     昼食 

 
 

午後 1 時～午後 2時 50 分   パネル討論会 Ⅱ   医療機関の危機管理訓練シミュレーション(各 30分) 

災害時避難シミュレーション          北上 靖大  (構造計画研究所創造工学部部長) 
災害訓練シミュレーション           鶴和 美穂 (国立病院機構 災害医療センター） 
感染症パンデミックドリル                      秋山 健一  (日本医科大学理事長補佐) 

総合討論 20分 
 
  

午後 2時 50 分～午後 3 時  休憩 

 

 

午後 3 時～午後 4時 30 分  パネル討論会 Ⅲ  

大災害に対する訓練における医療機関間連携および医療機関・地域の連携のあり方 
各 40分 
災害危機管理訓練における医療機関間の連携のあり方                 石井 正三 (日本医師会常任理事) 
東日本大震災から見た災害危機管理訓練における医療機関と地域の連携のあり方  阿部 雅昭 (石巻日赤病院) 

  総合討論 10分 

 

午後 4時 30分  全体閉会 


